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真
草
千
字
文
（
真
蹟
本
）

（
聆
音
）
察
理　

鑑
貌
辯
色　

貽
厥
嘉
猷　

勉
其
祇
植　

省
躬
譏
誡　

寵
增
（
抗
極
）

（
音お
と

を
聆き

き
）
理り

を
察さ
っ

し
、
貌か
た
ち

を
鑑か
ん
が

み
色い
ろ

を
辯べ
ん

ず
。
厥そ

の
嘉か

猷ゆ
う

を
貽の
こ

し
、
其そ

の
祇し

植し
ょ
く

を
勉つ
と

む
。
躬み

を
省か
え
り

み
て
譏き

誡か
い

し
、
寵ち
ょ
う

增ま

せ
ば
（
抗こ
う
き
わ極
ま
る
。）



3

漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
） 『
真
草
千
字
文
　
真
蹟
本
』 

よ
り 「
省
躬
譏
誡
」
の
四
字
の
臨
書

【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

（
習
い
方
は
24
ペ
ー
ジ
）

�

小 

久 

保 

嶺 

石 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　
17
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
七
七
句
目

　
省せ
い

躬き
ゅ
う
譏き

誡か
い

（
躬み

を
省
か
え
りみ
て
譏き

誡か
い

せ
よ
）

〈
語　

釈
〉

　

�

落
合
子
健

　

�

省
ハ
視
ナ
リ
己
ヲ
視
察
ス
ル
ノ
謂
ナ
リ
躬
ハ
身
ナ

リ
親
ナ
リ
譏
ハ
譴
ナ
リ
誡
ハ
警
ナ
リ
是
レ
人
勤
勉

力
行
以
テ
其
業
ニ
進
ミ
嘉
猷
佳
謀
ア
リ
其
功
績

名
声
ノ
発
揚
ス
ル
ニ
及
ヒ
テ
ハ
亦
小
人
ノ
妬
忌
ヲ

免
レ
難
ク
讒
姦
中
傷
之
レ
ニ
乗
ス
ル
モ
ノ
ハ
古
今

ノ
通
獘
ナ
リ
故
ニ
細
心
シ
テ
敬
ヲ
思
ヒ
躬
親
ヲ
省

察
ヲ
克
ク
シ
テ
譏
誡
ス
ヘ
キ
ヲ
謂
フ
ナ
リ

〈
大　

意
〉

　

省
は
察み

る
の
意
。
躬
は
身か
ら
だ

の
こ
と
。
譏
は

謗そ
し

る
、
誡
は
戒い
ま
し

め
る
の
意
。

　

こ
れ
よ
り
「
自
己
を
振
り
返
り
、
自
誡
す
べ

き
で
あ
る
」
と
な
る
。

〈
解　

説
〉

省
…�

「
少
」
と
「
目
」
の
組
み
合
わ
せ
。
１
画
目
は

斜
め
に
。
楷
書
で
の
３
、
４
画
目
を
一
つ
の
画

で
表
現
す
る
の
は
筆
写
体
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

「
目
」
は
縦
画
だ
け
を
書
く
よ
う
に
し
て
、

「
少
」
と
は
逆
に
傾
け
て
安
定
さ
せ
る
。

躬
…�

「
身
」
と
「
弓
」
の
組
み
合
わ
せ
。「
身
」
の
草

書
体
は
「
耳
」
の
草
書
体
と
良
く
似
て
い
る
。

２
ペ
ー
ジ
初
め
の
「
察
理
」
は
前
号
の
「
聆

音
」
か
ら
続
く
四
字
句
で
あ
る
。
こ
の
「
聆
」

を
確
認
さ
れ
た
い
。

譏
…�

「
言
」
と
「
幾
」
の
組
み
合
わ
せ
。
こ
の
草
書

の
筆
順
か
ら
は
「
き
」
の
姿
が
見
え
る
。
關
中

本
で
は
、「
人
」
の
よ
う
に
書
く
終
り
の
２
画

は
「　

 

」
の
よ
う
に
３
画
で
書
い
て
い
る
。

誡
…�

「
言
」
と
「
戒
」
の
組
み
合
わ
せ
。「
戒
」
は
隷

書
か
ら
き
た
筆
写
体
で
あ
る
。
横
・
斜
画
（
戈

法
）・
エ
・
ハ
の
順
に
書
き
、
楷
書
に
あ
る
タ
ス

キ
（ 　

）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。



4

【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
松
雪

漢
字
半
紙
（
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
５
級
＝
月
例
課
題
）

『
真
草
千
字
文
　
真
蹟
本
』 

よ
り 「
省
躬
譏
誡
」
の
四
字
の
臨
書

�

小 

久 

保 

嶺 

石 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　

17
ペ
ー
ジ
参
照

隋　

智
永　

真
草
千
字
文　

真
蹟
本

第
一
七
七
句
目

　

�

省せ
い

躬き
ゅ
う
譏き

誡か
い

（
躬み

を
省
か
え
りみ
て
譏き

誡か
い

す
）

〈
語
句
よ
り
〉

　

�

一
七
八
句
目
の
「
寵
増
抗
極
」
と
対
句
に

な
っ
て
い
る
。「
わ
が
身
の
行
い
を
省
み

て
、
自
誡
す
べ
き
で
あ
り
、
寵
（
栄
誉
）

が
増
せ
ば
、
高
慢
さ
が
極
ま
る
」
と
な
る
。

〈
習
い
方
〉

○�

王
法
に
よ
る
古
典
的
な
筆
写
体
の
書
き
ぶ

り
を
学
ぶ
。

○�

戈
法
（
斜
画
）
は
動
き
を
持
た
せ
て
直
筆

で
鋭
く
運
筆
す
る
。

省
…�

一
画
目
を
跨
い
で
向
か
い
合
う
よ
う
に

二
つ
の
点
を
打
ち
、
伸
び
上
が
っ
て
四

画
目
を
筆
圧
を
弱
め
ず
に
直
線
的
に
書

く
。

躬
…�

三
画
目
の
起
筆
は
、
一
画
目
の
収
筆
や
二

画
目
の
起
筆
と
の
間
に
空
間
を
作
り
、
筆

を
置
く
だ
け
に
し
て
す
ぐ
に
下
方
へ
向
か

う
。
最
終
画
は
懐
を
広
げ
る
。

譏
…�

筆
写
体
で
あ
る
。
幺
・
幺
・
丂
・  

の
順
。
タ
ス
キ
（
斜
画
）
と
点
は
省
略
。

戈
法
は
前
の
画
を
受
け
て
逆
筆
で
突
い

て
か
ら
直
筆
で
動
き
を
つ
け
て
。

誡
…�

隷
書
体
か
ら
の
形
。
廾
は
エ
・
ハ
に
作

る
。
こ
ち
ら
は
タ
ス
キ
（
斜
画
）
も
点

も
つ
け
る
。
戈
法
の
ハ
ネ
は
品
良
く
小

さ
め
に
。�

（
習
い
方
は
24
ペ
ー
ジ
）

1 級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。　詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。



5

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）

「
雲
浄
天
髙
」
の
四
字
の
倣
書
。「
雲
浄
」
ま
た
は
「
天
髙
」
の
二
字
を
書
い
て
の
提
出
も
可
。

�

小 

久 

保 

嶺 

石 

書　

　
【
用 

具
・
用 

材
】

　
　

筆
＝
永
昌
五
号

　
　

墨
＝
和
墨

　
　

紙
＝
漢
字
用
半
紙

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

〈
読　

み
〉

　
雲
淨き
よ

く
天
高た

か
し

　�（
虞
世
南 

詩
に
云
う「
雲
旣
淨
而
天
髙
」

と
、
よ
り
。）

〈
大　

意
〉

　

�

秋
の
空
が
高
く
澄
み
渡
り
、
空
気
が

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。

〈
解　

説
〉

◯�

坐
法
を
確
認
し
、
姿
勢
は
浅
め
に
坐
り
、

前
傾
し
、
そ
の
戻
り
で
縦
画
を
つ
く
る
。

◯�

運
筆
は
意
前
筆
後
を
心
懸
け
る
。

〈
書
き
方
〉

雲
…�

雨
冠
と
云
の
組
合
せ
。
雨
冠
を
ゆ
っ
た

り
と
書
き
、
そ
の
中
に
云
を
入
れ
る
。

「
云
」
の
横
画
の
方
向
に
留
意
し
た
い
。

浄
…�

三
水
と
爭
の
組
合
せ
「
フ
ト
コ
ロ
」
を

ゆ
っ
た
り
と
取
る
。「
争
」
は
筆
写
体
。

天
…�

横
画
の
方
向
に
留
意
し
、
払
い
を
暢
び

や
か
に
。

髙
…�

髙
は
筆
写
体
。
ハ
シ
ゴ
で
「
髙
」
と
す

る
。
転
折
部
で
は
腋
を
開
き
肩
を
下
げ

る
よ
う
に
し
て
安
定
さ
せ
る
。



6

『
関
戸
本
古
今
和
歌
集
』　
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ペ
ー
ジ
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か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）

　

左
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
よ
り
「
た
い
し
ら
春
」
か
ら
「
可
那
し
支
」
ま
で
の
三
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

（
原
寸
）

　

題
知
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず

あ
き
萩は
ぎ

も
色
づ
き
ぬ
れ
ば
き
り
ぎ
り
す
わ
が
ね
ぬ
ご
と
や
よ
る
は
か
な
し
き

〈
読 

み
〉

だ
い
し
ら
春ず　

よ
三み

び

と
飛
東
し
羅ら

数ず

あ
き
は
支ぎ

も裳
い
ろ
づ
支き

ぬ
れ
者ば

支き

り利

〴
〵
春す

わ
可が

ね
ぬ
ご
と
や
よ
る
は

可か

な那
し
支き

〈
大 

意
〉

　

秋
葉
も
色
づ
い
て
秋
も
深
く

な
っ
た
の
で
、
私
が
悲
し
く
て
夜

も
眠
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
お
ろ
ぎ

も
、
夜
は
悲
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

こ
ん
な
に
な
き
し
き
っ
て
い
る
が
。

（
古
今
和
歌
集 

　
　
　
　

巻
第
四　

秋
歌
上 

198
）



7

課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
の
課
題
は
、
題
名
、
読
み

人
を
一
行
に
渇
筆
で
書
き
始
め
、

歌
詩
は
比
較
的
静
か
に
始
ま
り
途

中
リ
ズ
ム
よ
く
大
胆
に
筆
を
動
か

し
大
き
な
字
の
ま
ま
行
尾
を
巧
み

に
収
め
て
い
ま
す
。
余
白
や
大
き

な
連
綿
の
動
き
や
放
ち
な
が
ら
の

連
綿
・
太
細
・
潤
渇
に
よ
る
墨
量

の
調
和
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
運
筆
す
る
時
、
ど
こ
を
見

て
い
ま
す
か
。
勿
論
お
手
本
で
す

が
、
同
時
に
「
書
い
た
線
」
で
は

な
く
、
筆
（
鋒
先
の
開
閉
具
合
、

腹
の
活
用
等
）
や
掌
の
開
閉
迄
神

経
が
届
け
ば
良
い
で
す
ね
。
筆
の

上
下
動
つ
ま
り
書
い
て
い
る
筆
の

動
き
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

�

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

▲ �

墨
つ
ぎ
の
め
や
す

　

 �

字
間
の
余
白
に
留
意

▲
十
分
に
含
墨
し
た
後
、
余
分
な
墨
を
反
古
紙
等
で
除
い
て
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。

紙
に
く
い
こ
ん
だ
「
命
の
あ
る
」
細
線

ゆ
っ
た
り
と
丁
寧
に

▲

▲

大きなカーブの
連綿

広

狭

中
心
が
右
に
寄
る

　

連
綿

止

止

放
ち
連
綿

ハ
ギ
レ
よ
く

大
き
く

細
く

軽快に

四
字
で
す
が
一
字
の

気
持
ち
で
運
筆

傾
斜
し
て
連
綿

「
支
利
」の
踊
り
字

起
筆
・
送
筆
・
収
筆
が
あ
り
、

そ
の
向
き
の

違
い
に
注
意



8

『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』　

（
巻
下　

祝 

776　

作
者
未
詳
）

 

17
ペ
ー
ジ
参
照

1 級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。　詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

萬よ
ろ
づ

代よ

と
三
笠
の
山
ぞ
呼
ば
ふ
な
る
天あ
め

の
下
こ
そ
楽
し
か
る
ら
し

か
な
半
紙 
（
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
５
級
＝
月
例
課
題
）

　

左
の
図
版
の
「
よ
ろ
つ
よ
と
」
か
ら
「
多
の
し
可
る
ら
し
」
ま
で
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。　

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。

（
原
寸
）

〈
読 

み
〉

よ
ろ
づ
よ
と
み
可か

さ
の
や
ま
所ぞ

よ

ば
ふ
那な

る
あ
め
能の

し
多た

こ
所そ

多た

の

し
可か

る
ら
し

〈
大 

意
〉

　
「
よ
ろ
づ
よ
」
と
三
笠
の
山
が

叫
ん
で
い
る
声
が
す
る
よ
う
だ
。

そ
れ
は
前
漢
の
武
帝
が
嵩
山
に

登
っ
た
時
の
故
事
と
同
様
に
、
天

下
が
よ
く
治
ま
り
、
人
々
が
喜
ん

で
い
る
し
る
し
で
あ
ろ
う
。



9

課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
～
５
級
）	

〈
参
考
作
品
〉

�

（
甲
谷
景
子
臨
）

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
和
歌
一
首
を
二
行
書
き
に
し
ま
す
。

　

墨
色
の
変
化
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
の
で
書
き
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

起
筆
か
ら
終
筆
ま
で
、実
に
よ
く
力
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
細
い
と
こ
ろ
で
も
決
し
て
力
を
抜
い
て
い
ま
せ
ん
。

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
で
、
自
然
に
無
理
な
く
流
れ
て
い
く
美
し
さ
。
書
き
こ
む
こ
と
で
そ
の
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
、
や
が
て
創
作
の
段
階
へ
と
歩
を
進
め
る
時
も
、
俗
っ
ぽ
く
な
ら
ず
に
品
位
の
高

い
作
品
づ
く
り
が
、
自
信
を
持
っ
て
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ご
褒
美
を
励
み
に
し
て
、
根
気
よ
く
感
覚
を
鋭
く
し
て
書
き
こ
ん
で
下
さ
い
。�

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

①� 

一
字
一
字
し
っ
か
り
書
き
な
が
ら
、
前
の
字
や
次
の
字
と
の
つ
な
が
り
や
、

　

� 

隣
に
く
る
行
に
ま
で
意
識
を
向
け
て
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
流
れ
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

②� 「
よ
」
の
書
き
方　
　
　
　
　
　
　
「
所
」
の
書
き
方　

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

気
脈

含
墨

含
墨

少
し
含
墨

気脈

重
ね
て

重
ね
て

高
さ

そ
ろ
え
て

し
っ
か
り
と
し
た

　
　
　
　

連
綿
線
で

墨
量
少
し
ず
つ

　

少
な
く
し
て
い
き
ま
す

小
さ
め
に
ま
と
め

ま
す
が
、
線
は
強
く

筆
を
し
っ
か
り

　

立
て
て
か
ら
下
へ

「
し
た
こ
そ
」
と
読
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
ま
し
ょ
う

ブ
レ
ー
キ
を

か
け
な
が
ら

墨
量
控
え
目
に

中
太
に

墨
量
少
し
ず
つ

少
な
く
し
て
い
き
ま
す

可か

所そ

能の

那な

多た
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か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　

　

左
の
図
版
の
変
体
が
な
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。　
　

と
る　

を
久く　

こ
み　

さ
け　

き
ゆ　

毛も

ろ　

ほ
し　

は
れ　

ぬ
ふ

【
用
具
・
用
材
】　

 　

筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 　

墨
＝
か
な
用
和
墨

 　

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

〈
出 

典
〉 

安
東
聖
空
「
梅
雪
か
な
帖（
上
）」

よ
り

　

今
月
か
ら
連
綿
を
学
び
ま
す
。

　

文
字
と
文
字
と
を
続
け
て
書

く
こ
と
を
「
連
綿
」、
そ
の
つ
な

ぐ
線
を
「
連
綿
線
」
と
言
い
ま

す
。

　

連
綿
に
は
、
連
綿
線
を
用
い

た
「
形
連
」
と
、
連
綿
線
は
な

く
、
上
下
の
文
字
の
筆
脈
を
通

し
て
書
く
「
意
連
」
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
形
連
の
練
習

で
す
が
、
上
下
の
文
字
の
位
置

関
係
に
注
意
し
て
連
綿
し
て
下

さ
い
。

　

こ
れ
ら
が
複
雑
に
組
み
合
わ

さ
る
こ
と
で
、
か
な
の
流
動
美

が
生
ま
れ
ま
す
。�

（
川
島
史
子
）
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新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

永 

井 

香 

樹 

書

人
は
生
ま
れ
落
ち
る
と
と
も
に　

そ
の
額
に
運
命
が
し
る
さ
れ
て
い
る

〈
出 

典
〉

　
「
こ
の
言
葉
！生

き
方
を
考
え
る
50
話
」

　

�

ア
ラ
ビ
ア
ン
‐
ナ
イ
ト（A

rabian 
N

ights

） 

ア
ラ
ビ
ア
地
方
を
中
心

と
し
た
民
間
伝
承
説
話
を
集
大
成

し
た
も
の
。
成
立
年
代
・
作
者
未

詳
。

〈
解 

説
〉

○�

行
の
長
短
、
行
間
や
字
間
の
広
狭
、

文
字
の
大
小
、
墨
量
の
多
少
、
潤

渇
等
に
変
化
を
も
た
せ
て
明
る
く

表
現
し
ま
し
ょ
う
。

○�

余
白
が
勝
る
と
文
字
が
萎
縮
し
、

黒
が
勝
る
と
重
く
な
っ
た
り
騒
が

し
く
な
り
ま
す
。
余
白
は
「
要
白
」

で
す
。

○�

長
時
間
の
鑑
賞
に
応
え
ら
れ
る
作

品
が
出
来
上
が
る
よ
う
、
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

○�

本
文
と
氏
名
の
間
は
、
余
白
を
活

か
し
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
和
筆　

小
筆
全
部
お
ろ
す

　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
漢
字
用
手
漉
半
紙
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1 級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。　詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

芋
の
葉
に
花
を
添
へ
た
り
秋し
う
か
い
だ
う

海
棠

新
和
様
半
紙
（
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用甲 

谷 

景 

子 

書

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　
　

筆
＝
和
筆　

羊
毫

　
　

墨
＝
和
墨

　
　

紙
＝
松
雪　

〈
出 

典
〉

 　
「
荷
風
俳
句
集
」 

〈
作 

者
〉

　

永
井
荷
風（
一
八
七
九
〜
一
九
五
九
） 

〈
大 

意
〉

　

芋
に
交
ざ
っ
て
秋
海
棠
の
華
が
、

滅
多
に
花
の
咲
か
な
い
芋
に
花
を

添
え
て
い
る
よ
う
だ
。

 

〈
解 

説
〉 

○�

行
脚
を
揃
え
な
い
・
二
群
に
す
る
な

ど
、
構
成
を
き
ち
ん
と
お
さ
え
て
か

ら
書
き
ま
し
ょ
う
。

○�

ま
ん
中
の
行
は
、
渇
筆
で
大
ら
か
に

展
開
し
つ
つ
、
下
に
行
く
に
つ
れ
て

墨
量
が
減
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。

○�

「
添
」と「
秋
」が
並
ば
な
い
よ
う
に
、

配
字
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

○�

墨
汁
の
よ
う
な
黒
々
と
し
た
墨
色
で

な
く
、
磨
っ
て
美
し
い
墨
色
で
書
い

て
下
さ
い
。

○�

「
◯
◯
か
く
」
は
紙
面
の
収
ま
り
具

合
に
よ
っ
て
は
入
れ
な
く
て
も
よ
い

で
す
。
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1 級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。　詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本�

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林 田 香 濤 書

漢
字
条
幅 （
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
） 　

参
考
手
本�

　
　
　
　 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小 久 保 嶺 石 書

　
胡
鷹
白
錦
毛

　
　
　〈
読 

み
〉
胡こ

鷹よ
う

　
白は
く
き
ん
も
う

錦
毛
　
　〈
作 

者
〉
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）　
　〈
出 

典
〉
中
國
詩
人
選
集
「
李
白 

上
」
岩
波
文
庫

　
　
　〈
大 

意
〉
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
未
開
の
地
に
産
す
る
鷹
は
、
白
色
で
模
様
の
あ
る
毛
が
美
し
い
。

　
微
風
蕭
蕭
吹
菰
蒲
／
開
門
看
雨
月
満
湖

　
　
　〈
読 

み
〉
微
風
蕭し
ょ
う

々
と
し
て
菰
蒲
を
吹
き
、
門
を
開
き
て
雨
か
と
看み

れ
ば
月
湖
に
満
つ
。
　〈
作 

者
〉
蘇そ

軾し
ょ
く

（
宋
代
詩
人 

一
〇
三
七
〜
一
一
〇
一
）

　
　
　〈
大 

意
〉�

微
風
が
蕭
々
と
し
て
菰
蒲
を
吹
き
、
外
を
見
れ
ば
月
が
湖
一
面
を
照
ら
し
て
、
雨
か
と
思
っ
た
の
は
風
の
音
で
あ
っ
た
。

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）
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1 級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。　詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

　（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

か
な
条
幅 （
１
級
＝
昇
段
課
題
、
２
級
～
10
級
＝
月
例
課
題
）　
参
考
手
本 

　
※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由�

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

　
ち
ぎ
り
き
な
か
た
み
に
渋し
ぶ

き
柿か
き

二ふ
た

つ

　
　
　〈
読 

み
〉
ち
幾ぎ

り
き
那な

賀か

多た

三み

二に

し
婦ぶ

支き

柿
二
つ
　〈
作 

者
〉
大
伴
大
江
丸
（
一
七
二
二
〜
一
八
〇
五
）　

　
　
　〈
大 

意
〉�

甘
い
も
の
と
確
信
し
あ
っ
て
い
た
の
に
、
互
い
に
渋
い
柿
を
一
つ
ず
つ
ち
ぎ
り
取
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

　
い
そ
の
か
み
古
き
す
み
か
へ
分
け
入
れ
ば
　
庭
の
浅あ
さ

芽ぢ

に
露
ぞ
こ
ぼ
る
る

　
　
　〈
読 

み
〉
い
楚そ

の
上
ふ
る
幾き

住
家
へ
わ
介け

い
れ
八ば

　
庭
の
浅
芽
二に

つ
遊ゆ

ぞ所
こ
本ぼ

る
る
　〈
出 

典
〉　
山
家
集
（
西
行
）　
岩
波
文
庫
　
佐
佐
木
信
綱
校
訂

　
　
　〈
大 

意
〉�

生
い
茂
っ
た
草
を
踏
み
分
け
て
す
っ
か
り
古
び
て
し
ま
っ
た
住
居
に
入
っ
て
い
く
と
、
庭
一
面
に
生
え
た
浅
芽
に
露
が
こ
ぼ
れ
る
よ
。

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
26
ペ
ー
ジ
）

内 堀 信 嶺 書 中 村 清 徳 書
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木
犀
の
あ
ま
き
か
を
り
に
詩
は
成
り
て
昼
あ
た
ゝ
け
し
草さ
う
だ
う堂
の
秋

　
　
　
　
　〈
作 

者
〉
尾
上
柴
舟
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
七
）　〈
出 

典
〉「
現
代
歌
集
」（
筑
摩
書
房
）よ
り
　
詩
歌
集「
銀
鈴
」

　
　
　
　
　〈
大 

意
〉�

庭
の
金
木
犀
の
甘
い
香
り
に
気
分
も
高
揚
し
て
詩
歌
が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
。
こ
の
暖
か
な
草
堂
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
草
堂
…
草
ぶ
き
の
家
。
草
庵
。
自
分
の
家
を
へ
り
下
っ
て
い
う
語
。

▲
含
墨

▲
少
し
含
墨

出
だ
し
小
さ
く

「 　
　

」
に
軽
く

　
　

添
え
る
よ
う
に

ひ
ら
が
な
が
続
き
ま
す
。
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に

二
つ
の
か
た
ま
り
を
意
識
し
て
書
く▲

含
墨

厚
み
の
あ
る
渇
筆
で

　
　
　
　
　

ゆ
っ
く
り
運
筆
を

※
昼
の
旧
字
体
「
晝
」•

一
字
の
中
の
太
細
を
出
す

•

横
画 

全
部
同
じ
向
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に

全
体
を
見
な
が
ら

し
っ
か
り
と
ま
と
め
た
い

×

○

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
＝
昇
段
課
題
）　
参
考
手
本
　
※
新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

甲 谷 景 子 書

〈
解
説
〉

◯�

漢
字
と
か
な
を
調
和
さ
せ
、
自
然
な
流
れ

に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
。

◯�

疎
密
の
変
化
と
潤
渇
の
変
化
も
出
し
、
作

品
が
立
体
的
に
み
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

◯�

一
字
の
中
の
太
細
の
変
化
も
表
現
し
、
大

き
な
流
れ
の
中
に
も
、
一
字
一
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
も
大
切
。

　

こ
れ
は
参
考
手
本
で
す
の
で
、
臨
書
す
る

の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
自
身

で
創
作
す
る
よ
う
な
積
極
的
な
気
持
ち
で
作

品
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
長
鋒
羊
毫　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
一
番
唐
紙



教
室
名

氏　

名

月

別

出
品
券

を
貼
る

切りとって提出してください（コピーも可）

・�月別出品券（67 ページ）とバーコード出品券（段級欄に「実用」
と記入）を左下に貼付してください。

実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　
梅
雪
手
紙
帖
よ
り
（
安
東
聖
空
）

○�

出
品
用
紙
は
、
下
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で
も
、 

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い

て
も
結
構
で
す
。 

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則
と
し
ま
す
。 

（
今
月
号
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。）

あ
さ
可が

お
日
尓に

や
せ
て
萩
能の

色
ど
り
日
二に

末ま

し
て
末ま

い
利り

末ま

す寸

さ
ぞ
可か

し志
都
の
空
尓に

も
秋
能の

氣
者は

い
可が

於お

と
づ
れ
た
こ
と
ゝ
存
じ
末ま

す寸

参
考
の
小
筆

・
玉
梓

・
選
毫
圓
健
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※
課
題
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
会
友
〜
準
六
段
の
課
題
予
告
は
18
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

『
真し
ん

草そ
う

千せ
ん

字じ

文も
ん

』
Ｐ．2

�

漢
字
半
紙
（
五
段
～
準
初
段
・
１
級
～
５
級
）

　

梁
の
周
興
嗣
が
つ
く
っ
た
千
字
文
を
真
書
（
楷
書
）
と

草
書
の
二
体
に
書
写
し
た
も
の
で
、
毎
行
十
字
よ
り
な
り
、

標
題
二
行
と
本
文
二
百
行
、
計
二
百
二
行
あ
る
。

　

筆
者
は
隋
の
僧
侶
・
智
永
（
生
没
年
不
詳
）。
書
聖
・

王
羲
之
の
七
代
の
孫
と
い
わ
れ
る
。
智
永
は
楷
行
草
い
ず

れ
の
書
体
も
能
く
し
、
彼
の
書
へ
の
熱
意
は
大
変
な
も
の

で
、
永
欣
寺
に
三
十
年
間
閉
じ
こ
も
っ
て
千
字
文
を
書
き

続
け
、
使
い
古
し
の
筆
が
大
き
な
籠
五
杯
分
に
も
な
っ
た
、

な
ど
の
伝
説
が
伝
わ
る
ほ
ど
の
名
品
で
あ
る
。
特
に
千
字

文
を
よ
く
筆
写
し
、
遣
隋
使
に
よ
っ
て
日
本
に
も
請
来
し

て
い
る
と
い
う
。

『
関せ
き

戸ど

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』
Ｐ．6

�

か
な
半
紙
（
五
段
〜
準
初
段
）

　

古
今
和
歌
集
の
写
本
で
、
加
賀
前
田
家
旧
蔵
、
の
ち
に

名
古
屋
の
関
戸
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が

あ
る
。
緑
・
茶
・
紫
な
ど
の
鳥
の
子
の
染
紙
を
糸
綴
じ
の

冊
子
と
し
た
も
の
で
、
も
と
は
上
下
二
冊
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
十
一
世
紀
後
半
こ
ろ
の
書
写
と
考
え
ら
れ
、

伝
藤
原
行
成
筆
と
さ
れ
、
そ
の
書
風
は
流
麗
で
筆
遣
い
に
俯

仰
法
が
見
ら
れ
、
自
然
な
筆
致
で
潤
渇
の
変
化
も
美
し
い
。

　

な
お
、
関
戸
家
に
は
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
四
十
八
枚

が
、
と
び
と
び
な
が
ら
遺
っ
て
い
る
貴
重
な
写
本
の
一
つ

で
あ
る
。 書

蹟

解

説

『
粘
で
っ
ち
ょ
う
ぼ
ん

葉
本
和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う』 

Ｐ．8

�

か
な
半
紙 （
1
級
〜
5
級
）

　

藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）
の
手
に
な
る
朗
詠

用
の
歌
集
。
四
季
別
、
主
題
別
に
漢
詩
と
和
歌
を
交
互
に

記
す
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
の
歌
集
で
あ
る
。

　

粘
葉
本
は
そ
の
写
本
の
一
つ
で
、
ペ
ー
ジ
同
士
を
糊
で

次
々
と
貼
り
つ
け
て
本
に
す
る
「
粘で

っ
ち
ょ
う
そ
う

葉
装
」
で
装
丁
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
現
在
は
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
は
平
安
時
代
の

名
書
家
、
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
並
び
「
三
蹟
」 

と
し

て
著
名
な
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
八
）
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

名
筆
家
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
人
物
の
筆
と
伝
え
ら
れ
た

本
書
は
、
そ
の
形
の
美
し
さ
や
流
れ
る
よ
う
な
巧
み
な
構

成
か
ら
、
高
野
切
と
並
び
か
な
臨
書
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

岡
山
高た
か
か
げ蔭

（
一
八
六
六
～
一
九
四
五
） 

Ｐ．19

�

か
な
半
紙 （
会
友
〜
準
六
段
）

　

書
家
、
歌
人
。
号
は
話
雲
。
尾
張
の
人
で
、
良
家
の
子

女
に
書
道
を
指
導
し
、
藤
岡
保
子
、
熊
谷
恒
子
、
森
田
竹

華
ら
を
輩
出
し
た
。

　

書
を
巌
谷
一
六
に
学
び
、
同
時
に
和
歌
を
小こ

出い
で

粲つ
ば
らに
学

び
、
御
歌
所
に
も
奉
仕
、「
高
蔭
百
首
」、「
高
蔭
千
首
」

を
著
し
た
。
ま
た
晋
唐
の
書
に
和
様
の
筆
意
を
加
え
、
独

自
の
雄
渾
な
仮
名
文
字
を
書
い
た
。

　

課
題
（

P.19
）
は
、
徒
然
草
第
十
九
段
。
複
数
巻
あ
る
折

帖
の
う
ち
の
第
五
巻
。
１
ペ
ー
ジ
に
１
行
認
め
ら
れ
て
お

り
、
１
ペ
ー
ジ
は
縦
二
八
・
二
cm
、
横
八
・
〇
cm
。

◆
次
号
10
月
号
課
題
予
告

か
な
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
…�

秋
乃の

夜
盤は

露
こ
曽そ

こ
と
尓に

わ
び
し
遣け

れ
久く

佐さ

む
ら
ご
と
尓に

虫
の
王わ

ぶ
れ
八ば　
　
　
　

支き

み
志し

の
ぶ
久く

佐さ

尓に

や
徒つ

る
ゝ
ふ
る
佐さ

と
盤は

万ま

つ
む
し
の
年ね

所ぞ

か
な
し
可か

利り

介け

類る

�

〈
関
戸
本
古
今
集
〉

�

〈
古
今
和
歌
集 

巻
第
四　

秋
歌
上
199
・
200
〉

　

１
級
〜
５
級
…
…�

み
那な

か

み

の

可
美
能
さ
だ
め
て
介け

れ
盤ば

支き

み
可が

よ
に

ふ
多た

ゝ
び
す
め
る
ほ
り
可か

は
の
み
づ

�

（
曾
祢
義（

好
）忠
）

〈
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集　

520
〉

　

６
級
〜
10
級
…
…�

ね
て 

ゐ
の 

阿
ら　

あ
利 

那
と 

尓
は　
　

よ
ろ 

ら
て 

そ
つ

�

〈
梅
雪
か
な
帖　

上
〉

新
和
様
半
紙

　

五
段
〜
準
初
段
…�

あ
あ
、
何
だ
っ
て
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
私
に

関
係
の
な
い
も
の
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

�

（
ソ
ク
ラ
テ
ス
）

　

１
級
〜
10
級
…
…�

す
ゝ
り
泣
く
ヰ
オ
ロ
ン
の
音ね

の
夜よ

長な
が

哉

�

（
永
井
荷
風
）

漢
字
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…
未
定

　

１
級
〜
10
級
…
…�

對
酒
不
覺
瞑�

（
李
白
）

か
な
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…�

心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫

た
つ
澤
の
秋
の
夕
ぐ
れ

　

１
級
〜
10
級
…
…�

白
菊
の
目
に
た
て
て
見
る
塵
も
な
し

�

（
松
尾
芭
蕉
）

新
和
様
条
幅

　

五
段
〜
準
初
段
…�

人
と
わ
れ
黙も
だ

し
て
も
立
つ
磯
の
上
波
ま
ろ
ら

か
に
走
り
て
還
る

�

（
窪
田
空
穂
）
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か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉 �

こ
こ
松
島
の
潮
を
汲
む
海
人
の
ぬ
れ
た
秋
の
袖
よ
。
月
は
物
思
う
人
の
習
い
の
、　　
　

涙
に
ぬ
れ
た
袖
に
映
る
と
ば
か
り
は
限
ら
な
い
こ
と
だ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
四　

秋
歌
上
401　

鴨
長
明

松
島
や
し
ほ
汲く

む
海あ
ま士
の
秋
の
袖そ
で

月
は
も
の
思
ふ
な
ら
ひ
の
み
か
は

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

10 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

海
苔
の
田
は
上う
は

潮じ
ほ

寒
き
海ひ

び朶
の
間
に
逆
さ
の
不
二
が
白
う
明
り
来�

（
北
原
白
秋
）

山
の
端は

に
雲
の
横
ぎ
る
宵よ
ひ

の
間ま

は
出い

で
て
も
月
ぞ
な
ほ
待
た
れ
け
る�（
新
古
今
和
歌
集
414
）

垂
成
穡
事
苦
艱
難 

忌
雨
嫌
風
更
怯
寒�

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大
）

あ
た
ゝ
か
き
日
を
端た
ん
き
ょ居
し
て
庭に
は

を
見
る
萩は
ぎ

の
芽
長
き
こ
と
二
三
寸�

（
正
岡
子
規
）

岡
山
高
蔭
書
『
つ
れ
〳
〵
く
さ
』

菊
松
多
喜
色�

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉 �

雄
大
な
渓
谷
の
中
で
は
、
人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
。
谷
川
の
水
が
太
陽
の　
　
　

光
で
揺
れ
、
輝
い
て
見
え
る
。

〈
作
者
〉 

北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
よ
り
「
海
阪
」（
岩
波
文
庫
）

渓
に
見
れ
ば
人
間
も
自
然
の
よ
い
一
部
だ
日
が
か
が
や
い
て
波
が
揺
れ
て
る

新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

君
に
文ふ
み

書
か
ん
と
借
り
し
み
よ
し
野
の
竹ち
く
り
ん
ゐ
ん

林
院
の
大お
ほ

硯す
ず
り

か
な

〈
大
意
〉 �

吉
野
の
竹
林
院
の
宿
で
、
恋
し
い
彼
に
手
紙
を
書
こ
う
と
借
り
た
大
き
な
硯
が　
　
　

思
い
出
さ
れ
る
。

〈
作
者
〉 

与
謝
野
晶
子
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

与
謝
野
晶
子
歌
集
よ
り
「
佐
保
姫
」（
岩
波
文
庫
）

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

�  

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
』
よ
り　

邵
康
節
（
北
宋
）「
清
夜
吟
」

〈
読
み
〉 

月
天
心
に
到い
た

る
処と
こ
ろ

〈
大
意
〉 

月
が
天
の
中
心
に
か
か
っ
た
頃
。

月
到
天
心
處

左
の
語
句
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
）  

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

門
前
の
盤
石
を
借
与
し
て
坐
せ
し
む
。
柳
陰
亭
午
正
に
風
涼
し
。

〈
大
意
〉 �

門
前
の
平
た
い
腰
掛
け
石
に
坐
ら
せ
て
や
る
と
、
丁
度
昼
時
で
柳
の
陰
に
な
っ
て
お
り

涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
』

借
與
門
前
磐
石
坐

柳
陰
亭
午
正
風
涼

か 

な 

半 

紙

　
　
　
　
　

課
題
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
高
蔭
書
『
つ
れ
〳
〵
く
さ
』
臨
書

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部 �

今
月
の
出
品
期
間
8
月
29
日

（月）
～
9
月
6
日

（火）
必
着

会
友
～
準
会
友
＝
月
例
課
題

八
段
〜
準
六
段
＝
昇
格
・
昇
段
課
題

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典（
講
談
社
）、
五
體
字
類（
西
東
書
房
）、
大
字
典（
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑（
書

藝
文
化
新
社
）、
広
辞
苑（
岩
波
書
店
）、
古
語
辞
典（
旺
文
社
）な
ど
を
見
た
い
。
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A 教室名氏名B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ード
出
品
券

B A

かな半紙　専門部 （会友〜準会友＝月例課題、八段～準六段＝昇格・昇段課題）　

　　左の「多こ所遠可し」から「なと尓事」迄四行を半紙を横に使用して臨書しなさい。

原寸は縦二八cm 横三二cm（原寸に近い大きさで書くこと）

○�一級以上の方はこうした課題を見て、釈文なしで親しめる

ようにしておきたい。また、その為に背臨を試みて覚え

込んで欲しい。

（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
）

大正時代の文部省中等教員資格認定試験委員

岡山高蔭書による『つれ〳〵くさ』折帖手本の一部

※徒然草第十九段から

　�野分のあしたこそをかしけれ。言ひつゞくれば、皆源氏物語・枕草子などに事ふり

にたれど
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123456
◯�

こ
の
細
字
法
華
経
は
日
本

に
帰
国
す
る
留
学
僧
に
急

ぎ
浄
写
さ
れ
て
托
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
通

常
の
大
き
さ
に
拡
大
さ
れ

て
書
い
て
も
、
い
さ
ヽ
か

も
線
の
ゆ
る
み
も
な
く
、

す
ば
ら
し
い
。
速
書
に
よ

る
行
意
も
あ
る
の
で
運
筆

の
リ
ズ
ム
を
修
得
す
る
と
、

よ
く
浄
写
さ
れ
る
と
思
う
。

〈
解
　
説
〉
小
久
保
嶺
石

（
不
復
爲
、
貪
）

欲
所
惱
、
亦
復
不
爲
、
瞋
恚
愚
癡
所
惱
、
亦
復ヽ
不ヽ
爲
、
憍

慢
嫉
妬
、
諸
垢
所
惱
、
得
菩
薩
神
通
、
無
生
法
忍
、

得
是
忍
已
、
眼
根
淸
淨
、
以
是
淸
淨
眼
根
、
見
七

百
萬
二
千
億
、
那
由
他
、
恒
河
沙
等
、
諸
佛
如
來
、

是
時
諸
佛
、
遙
共
讚
言
、
善
哉
善
哉
、
善
男
子
、
汝

能
於
釋
迦
牟
尼
佛
法
中
、
受
持
讀
誦
、
思
惟
是

（
復ま
た

、
貪と
ん
よ
く欲
の
た
め
に
）

（
貪と
ん

）
欲よ
く

の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
ず
、
亦ま

た復
、
瞋し
ん

恚い

・
愚ぐ

ち痴
の
た
め
に
も
悩
ま
さ
れ
ず
、
亦ま

た復
、

憍き
ょ
う

慢ま
ん

・
嫉し
っ

妬と

の
諸
の
垢け
が
れ

の
た
め
に
も
悩
さ
れ
ず
し
て
、
菩
薩
の
神じ
ん
づ
う通
と
無む

生し
ょ
う

法ぼ
う
に
ん忍
と
を
得
ん
。

こ
の
忍に
ん

を
得え

已
り
て
、
眼げ
ん
こ
ん根

は
清
浄
な
ら
ん
。
こ
の
清
浄
た
る
眼
根
を
も
っ
て
、

七
百
万
二
千
億
那な

ゆ

た
由
他
の
恒
河
の
沙
に
等
し
き
諸
仏
・
如
来
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
。

こ
の
時
、
諸
仏
は
遙
か
に
共
に
讃
め
て
言の
た

も
う
『
善
い
哉
、
善
い
哉
、
善
男
子
よ
、

汝
は
能
く
釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

の
法
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
経
を
受
持
し
読
誦
し
思
惟
し
て
、

欲所惱〜乃至菩薩の百九十二字を清書して出品。

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。 不二細字研究室 （會友・冩經會友・凖會友＝月例課題、八段〜１級＝昇格・昇段課題）

（6-14） （1-3）

（1-16）

（2-5）

（2-11）

（2-16）

（3-8）

（4-6）（4-14）

（5-5）

（5-10）

（6-8）

國寶　法隆寺傳來細字法蕐經（擴大率二倍）
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

789101112

經
、
爲
他
人
說
、
所
得
福
德
、
無
量
無
邉
、
火
不
能

燒
、
水
不
能
漂
、
汝
之
功
德
、
千
佛
共
說
、
不
能
令

盡
、
汝
今
已
能
、
破
諸
魔
賊
、
壞
生
死
軍
、
諸
餘
怨

敵
、
皆
悉
摧
滅
、
善
男
子
、
百
千
諸
佛
、
以
神
通
力
、

共
守
護
汝
、
於
一
切
世
間
、
天
人
之
中
、
無
如
汝

者
、
唯
除
如
來
、
其
諸
聲
聞
、
辟
支
佛
、
乃
至
菩
薩
、

（
智
慧
禪
定
。
無
有
與
汝
等
者
、）

他
人
の
為
に
説
け
り
。
得
た
る
所
の
福
徳
は
無
量
無
辺
な
り
。
火
も
焚や
く

こ
と
能
わ
ず
、

水
も
漂た
だ
よ

わ
す
こ
と
能
わ
ず
。
汝
の
功
徳
は
千
仏
、
共
に
説
き
た
も
う
と
も
尽
く
さ
し
む
る
こ
と

能
わ
ず
。
汝
は
今
已す
で

に
能
く
諸
の
魔ま

の
賊ぞ
く

を
破
り
、
生し
ょ
う

死じ

の
軍い
く
さ

を
壊く
ず

し
、
諸も
ろ
も
ろ余
の
怨お
ん
て
き敵
を
も

皆
悉
く
摧く
だ

き
滅
せ
り
。
善
男
子
よ
、
百
千
の
諸
仏
は
神じ
ん
づ
う
り
き

通
力
を
以
て

共
に
汝
を
守
護
し
た
も
う
。
一
切
世
間
の
天
・
人
の
中
に
お
い
て
汝
に
如し

く
者
無
し
。

唯
、
如
来
を
除
き
て
、
そ
の
諸
の
声
聞
・
辟
支
仏
乃
至
菩
薩
の

（
智ち

え慧
・
禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

も
、
汝
と
等
し
き
者
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
』
と
。）

  下の 「法華経」 （見開き12 行） 或いは、 次頁掲載の犀水冩「般若心経」 一巻の孰れかを選んで清書出品してください。

（7-5）

（7-13）

（8-9）

（8-15）

（9-9）

（9-16）

（10-1）

（10-7）

（11-3）

（11-9）

（12-8）

（12-10）
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※
納

経
料

を
添

え
て

ご
出

品
下

さ
い

不
二

細
字

研
究

室
（

會
友

・
冩

經
會

友
・

凖
會

友
＝

月
例

課
題

、
八

段
〜

１
級

＝
昇

格
・

昇
段

課
題

） 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
石
橋
犀
水
先
生
書

下
の

 「
般

若
心

経
」 か

、
前

頁
「

法
蕐

經
」 （

見
開

き
12

行
） 一

巻
の

ど
ち

ら
か

を
出

品
し

て
く

だ
さ

い
。
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〈
読
み
〉
 
延え
ん
め
い命
十じ
っ

句く

観か
ん
の
ん音
経ぎ
ょ
う

 

　
　
　
　

 
観か

ん

世ぜ

音お
ん　

南な

無む

佛ぶ
つ　

與よ

佛ぶ
つ

有う

因い
ん　

與よ

佛ぶ
つ

有う

縁え
ん　

佛ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
え
ん

法
僧
縁　

常じ
ょ
う

楽ら
く

我が

浄じ
ょ
う

 

　
　
　
　

 
朝ち

ょ
う

念ね
ん

観か
ん

世ぜ

音お
ん　

暮ぼ

念ね
ん
か
ん観
世ぜ

音お
ん　

念ね
ん
ね
ん念
従じ
ゅ
う

心し
ん

起き　

念ね
ん
ね
ん念
不ふ

離り

心し
ん

〈
大
意
〉
 
観
世
音　

仏
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る　

仏
と
因
あ
り　

仏
と
縁
あ
り　

仏
と
法
と
僧
と

　
　
　
　

 
の
縁
に
よ
っ
て 　

常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
を
得
ん	

朝
な
朝
な
に
観
世
音
を
念
じ

　
　
　
　

 
夕
な
夕
な
に
観
世
音
を
念
じ　

念
々
、  

心
よ
り
起
こ
り　

念
々
、  

心
を
離
れ
ず
。 

納
経
連
絡
用
紙

納
経
者
氏
名

雅
　
号

ふ 

り 

が 

な

※
初
め
て
納
経
さ
れ
る
方
は
、
お
写
経
を
添
え
て
一
緒
に
写
経
事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
芳
名
録
の
作
成
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 ふ

り
が
な

〒

−

住
　
　
　
所

電
話
番
号
（
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）
―
（
　
　
　
　
）

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会

二
百
萬
巻
写
経
実
践
推
進
委
員
会
事
務
局

 

き
り
と
り

石橋犀水先生書
草苅北望先生解説不二細字研究室 （２級～10 級＝月例課題） 

＊
令
和
三
年
四
月
一
日
よ
り
、
口
座
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

＊�

納
経
料
の
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
振
替
用
紙
は
お

使
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
振
込
用
紙
を
お
使
い
下
さ
い
。

不二細字研究室 出品規定
■
会
友
・
準
会
友
の
方
→ 

月
例
出
品

　

出
品
料
は
無
料
で
す
が
、
必
ず
ご
納
経
く
だ
さ
い
。（
納
経
料
＝
五
〇
〇
円
）

①
会
友
・
準
会
友
は
本
誌
掲
載
の
「
法
華
経
」
ま
た
は
「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
会
友
・
準
会
友
の
区
別
を
赤
字
で
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
八
段
〜
１
級
の
方
→ 

昇
段
試
験

　

細
字
研
究
室　

昇
段
試
験
料
＝
一
、
一
〇
〇
円　

納
経
料
＝
五
〇
〇
円（
必
ず
ご
納
経
く
だ
さ
い
）

①
本
誌
掲
載
の
「
法
華
経
」
ま
た
は
「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
昇
段
試
験
は
新
し
く
認
定
さ
れ
た
段
級
で
発
表
し
ま
す
。
次
回
は
発
表
さ
れ
た
段
級
を
（
段
は
赤
の

漢
数
字
、
級
は
黒
の
算
用
数
字
で
）
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
２
級
〜
10
級
の
方
→
出
品
料
は
無
料
で
す
。
月
例
出
品

①
「
延
命
十
句
観
音
経
」
を
書
い
て
出
品
。

②
昇
級
者
に
○
を
つ
け
て
発
表
し
ま
す
。
昇
級
者
は
次
回
、
発
表
さ
れ
た
一
つ
上
の
級
位
を
（
黒
の
算
用

数
字
で
）
バ
ー
コ
ー
ド
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
初
出
品
の
方
は
10
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。 

編
入
試
験
　

細
字
研
究
室　

編
入
試
験
料
＝
一
、
四
〇
〇
円

①
２
級
～
10
級
の
課
題
を
書
い
て
出
品
。 

②
編
入
用
バ
ー
コ
ー
ド
に
「
編
入
」
と
赤
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
審
査
後
、
相
当
段
級
に
編
入
し
ま
す
。
次
回
は
発
表
さ
れ
た
段
級
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
試
験
料
免
除
に
つ
い
て
は
本
誌
「
編
入
試
験
の
ご
案
内
」
に
準
じ
ま
す
。

□
用　

紙　
三
多
軒
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。（
☎
０
３

−

３
２
６
５

−

５
４
９
３
）

　
　
　
　
　
「
般
若
心
経
」
用
（
20
枚
、100
枚
）「
延
命
十
句
観
音
経
」 

用
（
100
枚
）

　
　
　
　
　

＊
詳
し
く
は
、
三
多
軒
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

□
送
り
先　

〒
101
─

8358
東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
二
―
二
―
三

　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
日
本
書
道
教
育
学
会
「
写
経
事
務
局
」
宛
（
傍
線
は
赤
で
）

　
　
　
　
　

＊
写
経
作
品
は
他
の
月
例
競
書
と
は
別
に
し
て
下
さ
い
。

□
納
経
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

�

納
経
を
ご
希
望
の
方
は
一
巻
に
つ
き
五
○
○
円
を
郵
便
振
替
で
ご
入
金
の
上
、

　
　
　
　
　
「
郵
便
振
替
払
込
受
付
証
明
書
」
を
写
経
作
品
に
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ　
　

☎︎
０
３
―
３
２
３
４
―
３
９
１
９

□
振
替　
　

口
座
番
号　

〇
〇
一
四
〇
─
二
─
六
三
五
九
二
二

　
　
　
　
　

加
入
者
名　
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会　

写
経
事
務
局

試験や月例競書にご出品の作品に
は、バーコード出品券と月別出品券
を作品の左下に貼付してください。

昇段試験月は、八段〜1級の方は出品す
ると昇段試験の対象になります。昇段試
験を受けない方は出品しないでください。
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（小久保嶺石）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段～準初段 （真草千字文）

今月の出品期間
8月1日（月）～8月9日（火）必着

漢字半紙　1級～5 級 （真草千字文）

（小久保嶺石）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
…�

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○�

作
品
は 「
半
紙
横
1/2」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

窮
理
盡
情

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

�

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
や
草
書
の
「
衣
」
の
書
法
、
筆
遣
い
も
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室〈

読
み
〉
理
を
窮
め
情
を
尽
く
す

〈�

大
意
〉�

天
理
を
窮
め
、
誠
心
を
尽
く
す
。

〈
読
み
〉�［
音
］
ソ
ウ　
［
訓
］
さ
わ
や
か
・
あ
き
ら
か

〈
意
味
〉�

あ
き
ら
か
。
さ
わ
や
か
。
間
違
え
る
。
損
な
う
。

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

爽
←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…
左
に
示
す
漢
字
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く「
書
」し
な
さ
い
。

�

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○�

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

え

直
線
で

　

鋭
く

縦
画
を

　

二
本

骨
力
を
つ
け
て

斜
め
に

耳
偏
と
同
じ

　

よ
う
に
書
く

關
中
本
で
は

 

こ
の
よ
う
に

  

な
っ
て
い
る

1

1

6

5

4

4

3

3

2

2

7

直
筆
で

　

動
き
を
つ
け
な
が
ら

鋒
先
で

　

静
か
に

や
や

中
心
よ
り

も
左
に

３
画
目
を
受
け
て

逆
筆
で

１
、２
、３
画
が

　

ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

懐
を
広
げ
る

逆
筆

筆写体

常用体

タ
ス
キ
も
点
も
省
略

下
に

　

出
す

下
に
出
す

３
画
目

筆
を
置
く
だ
け

止
め
る

横
に
出
す

身
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漢字半紙　６級～10 級 

新和様半紙　五段〜準初段

かな半紙　６級～10 級

新和様半紙　1級～10 級

（小久保嶺石）

（永井香樹）（甲谷景子）

（川島史子）

棠

縦
画
短
く
も
し
っ
か
り
と

余
分
な

墨
を
落
と
し
て
か
ら

書
き
は
じ
め
る
（
渇
筆
で
）「

を
」は「
花
」に

　
　

軽
く
添
え
る

腋
を
開
く

横
画
の
方
向
に
留
意

横
画
の
方
向
に
留
意

連
綿
線
を

し
っ
か
り
書
く

筆
を
引
き
上
げ
る

筆
を
引
き
上
げ
る

中
太

連
綿
線
を

し
っ
か
り
書
く

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
、
す
っ
と
入
る
。

△
か
ら•

ま
で
、
線
を
切
ら
ず
に
続
け
て
書
く
。

○
は
、
筆
を
し
っ
か
り
当
て
て
面
を
返
す
。

腋
を
開
く

腋
を
開
く

「　
　
　

  

」は
筆
写
体

フ
ト
コ
ロ

軽
く
止
め
る

逆
筆
で

　
　

入
る

筆
写
体（
タ
テ
・
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ヨ
コ
）

ひ
と
つ
づ
き
に

三
行
目
は
二
行
目
に

　
　
　
　
　

添
わ
せ
る

横
画
を
点
で
軽
や
か
に

▲
墨
つ
ぎ 一

行
目
の
二
文
字
は

大
き
さ 

太
さ
に
留
意

大
き
な
文
字
や

太
い
線
の
周
り
に
は

そ
れ
に
見
合
っ
た

余
白
が
必
要
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漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○�

半
切
五
文
字
作
品
と
し
て
適
切
な
筆
の
サ
イ
ズ

や
墨
量
を
知
る
。

○�

そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
大
き
さ
の
見
当
を
つ
け

て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
紙
面
に
収
め
る
。
本
文
を

書
い
た
筆
で
落
款
を
入
れ
る
。

胡
…�

ま
ず
含
墨
し
、
小
ぶ
り
だ
が
肉
太
に
表
現
。

月
の
２
画
目
は
内
側
に
反
ら
せ
て
引
き
締
め

る
。

鷹
…�

３
画
目
の
垂
れ
は
、
力
を
抜
い
て
鋒
を
吊
り

上
げ
な
が
ら
点
で
線
を
作
る
よ
う
に
。
画
数

の
多
い
字
だ
が
、
細
線
を
効
か
せ
て
長
形
に

し
て
き
り
っ
と
収
め
る
。

白
…�

こ
こ
で
墨
を
継
ぎ
、
小
ぶ
り
で
も
厚
み
の
あ

る
太
い
線
で
表
現
す
る
。

錦
…�

白
の
４
，
５
画
は
素
早
く
。
巾
は
懐
を
広
げ

な
が
ら
じ
っ
く
り
と
運
筆
す
る
。

毛
…�

４
画
目
は
や
や
左
に
向
か
い
、
収
筆
は
鋒
を

持
ち
上
げ
る
程
度
の
抑
え
た
表
現
で
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
中
鋒　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

　

作
品
を
構
築
し
て
い
く
上
で
、
各
行
の
芯
（
柱

の
よ
う
な
も
の
）
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
は
大

切
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
、
颯
爽
と
し
た
律
動
を
目
指
し
た
。

○�

リ
ズ
ム
は
終
り
ま
で
ブ
レ
ず
に
貫
通
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

○�

そ
の
貫
通
力
は
弱
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
筆　

墨
＝
和
墨
・
油
煙

　

紙
＝
中
国
画
仙
紙

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○�

書
き
出
し
の
上
句
、
墨
量
を
少
な
く
、
思
い

切
っ
て
渇
筆
に
し
て
み
ま
し
た
。

○�

上
句
の
配
置
・
位
置
に
留
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○�

行
間
を
広
げ
過
ぎ
た
り
、
寄
せ
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○�

細
部
に
つ
い
て
は
、
図
解
を
見
て
、
内
容
を
理

解
の
上
、
各
自
の
感
覚
で
書
い
て
下
さ
い
。

○�

五
月
号
課
題
で
は
、
解
説
の
見
落
し
に
よ
る
作

品
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
解
説
は
是
非
ご
覧
下

さ
い
。
不
備
が
な
い
よ
う
私
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
華
邨
小　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
画
仙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
）�

　

書
き
出
し
は
か
な
で
入
墨
し
、「
楚
」
の
変
体
が

な
で
広
が
り
を
！　

以
下
か
な
、
変
体
が
な
、
草

書
を
交
え
つ
ゝ
行
の
振
幅
を
作
る
。
二
行
目
は
思

い
き
っ
て
、
漢
字
草
書
体
を
使
用
し
て
広
が
り
を

作
り
、
結
句
で
は
一
行
目
の
墨
量
を
考
え
つ
ゝ
か

な
、
変
体
が
な
を
交
え
て
、
行
の
振
幅
を
考
え
、

作
品
を
引
き
締
め
て
表
現
し
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
紅
霞
大　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
和
画
箋

1

２

３

４ 大
き
く
ハ
ネ
ず
に

　

抑
え
気
味
に

「　
　

」も
あ
り ◎

墨
つ
ぎ
＝�

つ
け
す
ぎ
な
い

よ
う
に

◎墨
つ
ぎ

◯
文
字
の
大
き
さ
に
注
意

◯�

近
づ
け
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
た
い

上
句
の
配
置
と
墨
量
に
留
意

息
長
く
の
び
〳
〵
と

「
三
」と「
二
」

線
の
長
さ
、方
向
、太
さ
な
ど
に

留
意

雅
印

１│２

じ
っ
く
り
と

細
線
で

明
る
く

表
情
を
変
え
る

広

広

下
に
出
す

リ
ズ
ム
を
つ
け
て

（
点
の
集
合
）

反
り
を

　

つ
け
る

や
わ
ら
か
い

転
折

右
に
出
す

小
・
太

小
・
太

含
墨▲

▲

草
書
体
で
大
き
く
広
が
り
を

の
び
〳
〵
と
書
き
た
い

一
行
目
に
も「
の
」が
あ
る
の
で

少
し
横
広
が
り
の
平
た
い「
の
」に
し
て

変
化
を
つ
け
る

広
が
り
を

一
行
目「
住
家
」を
意
識
し
つ
ヽ

入
墨

広
が
り
を

広
が
り

広
が
り

タ
テ
画
を
意
識
し
て

引
き
締
め
て

一
行
目
を
よ
く
見
な
が
ら
広
が
り
を
！

引
き
締
め
て

傾
け
る

方
向
に

注
意
し
て
長
く 大

き
く
・
長
く

中
・「　
　

」
に
つ
く
る

※「
草
か
ん
む
り
」「
さ
ん
ず
い
」に

　
　

変
化
を

太
く
・
墨
量

大

渇
筆
を
入
れ
て
太
く

小
・
太

行
間
を
広
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に




